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発言者 発言内容 

○山崎（摩） 

委員 

【民主党】 

 ちょっと関連の質問なんですが、有料老人ホーム、これは特定施設ですが、今後、

在宅といったときに、こういった有料老人ホームですとか特定施設も在宅というふ

うに概念的にはなっていくんだろうと。その住まいとケア、医療を分離する。 

 有料老人ホームに実は看護師がいるのですが、在宅療養支援診療所などの医師が

訪問診療をしまして有料老人ホームでできる簡単な医療処置をオーダーしまして

も、有料老人ホームにいる看護師がそれはできないということで実施をなかなかし

てもらえないという、こんな苦言もちょっと各地から聞くんですね。 

 これはどんなふうに法制度上の整理をしていらっしゃるのか。法的にはできると

いうことであれば、現場が混乱しているわけですので、しかるべき通知ですとか御

指導をいただきたいというふうに思いますが、いかがでございますか。 

 

○藤田 

大臣政務官 

【政府側】 

 今、特定施設や有料老人ホームの看護師の医療行為の問題、御指摘をいただきま

したので、きちんと確認をいたしました。 

 これは、医師の指示のもとで一定の医療行為を行うことができるということでご

ざいます。その点の周知が十分図られていないということではないかというふうに

思っておりますので、改めて、医師の指示のもとで一定の医療行為を行うことが可

能であるということ、あるいは、今回、診療報酬改定の中で、みとりの介護を行っ

た場合の加算を創設いたしておりますので、そうした創設の趣旨などについてしっ

かりと周知徹底を図ってまいりたい、このように考えております。 

 

○山崎（摩） 

委員 

【民主党】 

 ぜひよろしくお願いいたします。 

 中で働いている看護師はきちっとライセンスがありますから私はやってもいい

のよと思っても、やはり施設長が、それはうちではやらないとか、理事者側にもそ

ういう御見解があるようですので、これは業界団体を通じてきちんと各施設に行き

ますように御通知をよろしくお願いしたいというふうに思います。そうしません

と、今回の目標で、施設でみとりを一・五倍にするといっても、なかなかそうはい

きませんので、ぜひそれはよろしくお願いしたいと思います。 

 

 


